
都道府県名　　　岡山県

成果目標 事業内容 地域協議会 都道府県

現状値 目標値 実績 等の評価 の評価

産地生産基盤パワーアップ事業都道府県事業評価報告書

達成率
（％）

津山市
農業再
生協議
会

(R2年
度)

167,306
円/10a

(R2年
度)

238,060
円/10a

【機械リース】
　洗浄機　1台
  包装機　１台

-246.5%

生産者の減少、高温乾燥の影響
等により、作付面積、反収とも
に目標を達成できなかった。
また、選果場の運営経費は、市
場や小売り先の規格に対応する
ため選果工程の効率化が進まな
かったため、パート雇用の人件
費を削減できず、目標が達成で
きなかった。
選果ラインの見直しによる人件
費の削減等により選果場のコス
ト削減を目指す。
また、関係機関による栽培説明
会や栽培経費支援により、生産
者への作付拡大と新規栽培者の
確保を図るとともに、チューブ
潅水の導入推進をはじめとした
高温乾燥対策に取り組むこと
で、生産量増加の取組を推進し
ていく。

面積減少に加えて、梅雨が長引
いた影響による初期生育の不
良、肥大期に高温乾燥が続いた
ことにより生産量が減少した。
販売先の規格対応により人件費
が多く発生し、選果コストの削
減目標を達成できなかった。
作付面積増加のため、JA・市・
普及指導センターが連携し、主
に定年帰農者を対象にした栽培
説明会やJA広報誌を活用した栽
培推進記事の掲載等を行い、担
い手育成・確保・育成を行う。
収量の向上のため、栽培講習会
の開催や、巡回指導を通じて栽
培技術の向上を図る。

R2

集出荷
コスト
の10％
以上の
削減

(H28年
度)

187,726
円/10a

津山市

晴れの
国岡山
農業協
同組合
津山統
括本部

露地野
菜
（しょ
うが）

H30

梅雨明けが例年に対して大幅に
遅れたため日照不足により出荷
量の大幅な回復はならず目標と
する出荷量には届かなった。
また、生産者の高齢化や労働力
不足に伴う面積減少が見られ
た。
一方で、単価については全国的
な供給減、コロナウイルスの影
響から巣ごもり需要が伸びた影
響からか高単価で推移した結
果、目標を概ね達成することが
できた。
今後、地域内には面積拡大に意
欲的な若手就農者が数名いると
ともに、令和3年度には新規就農
者1名も予定している。
引き続き、普及指導センターを
はじめとした関係機関の連携・
指導の下、日照不足対応として
微量要素の葉面散布の周知徹底
を図る。
さらに、水及び肥培管理の指導
並びに着花不良、裂果の減少を
図り、反収の増加を目指すとと
もに、面積拡大に向けたフォ
ローアップを行う。

梅雨明けが例年に対して大幅に
遅れたため日照不足により出荷
量の大幅な回復はならず目標と
する出荷量には届かなかっ
た。。
また、生産者の高齢化や労働力
不足に伴う面積減少が見られ
た。
一方で、単価については全国的
な供給減、コロナウイルスの影
響から巣ごもり需要が伸びた影
響からか高単価で推移した結
果、成果目標は概ね達成した。
面積が減少していることから、
地域内の若手生産者を中心に、
面積拡大に意欲的な生産者に対
し単県事業の活用を推進し、面
積拡大を後押しする。
また、ＪＡ、部会、普及指導セ
ンター等関係機関が一体となっ
て連携し、水及び肥培管理の指
導並びに着花不良、裂果の減少
を図り、反収の増加を支援す
る。

H30
【資材】
　パイプハウス 7棟 2,637㎡
　防風設備1ヵ所

真庭市
農業再
生協議
会

H29

R2

販売額
の10％
以上の
増加

(H28年
度)

2,643,3
51円
/10a

(R2年
度)

2,948,4
33円
/10a

94.7%

(R2年
度)

2,965,3
46円
/10a

(R2年
度)

2,701,5
38円
/10a

【資材】
　パイプハウス 3棟 1,749㎡

真庭市
（北房
地区を
除く）

晴れの
国岡山
農業協
同組合
真庭統
括本部

ー

議会名 年度
（工種、施設区分、構造、規格、
能力等）

地域協
地区名

 取組
 主体名

 対象
 作物名

目標事業
実施
年度

価格補
正後の

施設野
菜(トマ
ト)


